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宮崎市定における世界史観の形成
呂超
TheFormationofMiyazakilchisada，sHistoricViewofWOrldHistory
ＬＵＣＨＡＯ
Miyazakilchisada（1901-1995)，oneoftherepresentativeJapanesescholarsin
orientalhistolyresearch,Withhisbroadacademichorizonandabundantworks,Miyazaki
isregardedthesecondgenerationcorefigureofoI･ientalhistoIyschool，Ａｓａｂｏｙ｝
MiyazakistartedtoleamFrenchfromthepriestinhishometown,ａｎｄｉｎｈｉｓｙｏｕｔｈｔｉｍｅ，
MiyazakiwasadmjttedtoKyotoUniversitytostudyunderthesupewisionofmastersin
orientalhistoly,likeNaitoKonan，KuwabaraZhihiddenandHanedaTborｕａｎｄｅｔｃＩｎ
ｔｈｅｙｅａｒｌ９３２，MiyazakiwasdispatchedtoShanghaiwhereheexperiencedand
witnessedtheSino-JapaneseWar、Ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｔｗｏｙｅarsfbuowingl936，asavisiting
scholarinFrance,MiyazakialsovisitedcountriesinwestAsiaallbyhimselfThepaper
tendstoclariiyinnuentialfactorsinthefbrmationofMiyazaki'shistoricviewthrough
exploringhisexperiencespriortohisprime,ａｎｄthenclearupthefbrmationtrack．
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はじめに
宮崎市定（1901-1995）は戦後日本を代表する東洋史学者であり、数十年にわたった著述生涯におい
て、彼は中国史を中心にして西アジア史やアジア史及び東西交渉史などの幅広い分野をその研究視野に
収めたのである。そして、宮崎氏は「論語』や科挙に特別関心を持ち、独自性のある識見深い研究を収
めた。宮崎の史学は、彼が生前に既に学界に深い影響を及ぼしたのが言うまでもないことであるが、没
後十数年を経った現在に至っても、依然として光輝を放っている。宮崎市定の生涯を時期的に大きく区
分すると、四時期に分けられる。乃ち、長野で幼少時代を送った最初の20年、1922年京都大学に入学し
てから1937年にかけての高校教授、中国出征、フランス留学など転々と転職した15年、1938年にパリか
ら帰国から京大から1965年に定年退官までの京都大学の東洋史研究者として著述活動が活発になり権威
を確立した時期、最後の時期はそれ以後の30年間である。宮崎は明治34年に生まれ、平成７年に逝去す
るまで明治、大正、昭和、平成四つの時代を経て、明治日本の西洋化を経て大正デモクラシーの影響を
受けながら人格と思想の形成期を過ごした一人であり、さらに、昭和期にはいると、戦争の事態が拡大
していくと共に思想界が激動した時代の目撃者かつ自らで体験した人でもあった。本論では、宮崎の青
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ここで、政治家を志向するから史学への転換の決め手は浅若晃氏の助言であると宮崎は回想している。
実は､宮崎の父親は数多くの蔵書を持ち､宮崎は中学校から高校にかけてその蔵書の中の｢水涛伝｣、「西
遊記」というような中国古典文学を読む他、『論語｣、「史記」などをも本気に読み上げた。すなわち､そ
の時の宮崎は既に漢文に対する興味が芽生え､十分な漢文読解力を備えたのである。「宮崎市定全集』第
少年期の経歴を回顧し、彼における史学思想と世界史像の形成過程を明らかにしたい。
、宮崎の歴史研究の出発一漢文の素養
宮崎市定は、1901年８月20日、長野県下水内郡秋津村（現在の飯山市）静間で、父宮崎市蔵と母悦の
次男として生まれた。市蔵は｢長野の師範学校本科の第一回卒業生で､飯山小学校の教師｣')をしていた。
地元の秋津村の小学校、飯山中学校をへて、1919年に松本高等学校の文科甲類の第一回生となった。高
校時代の宮崎は放課後、カトリック教会堂の神父からフランス語を教わって、「後の宮崎の生涯に大い
に役立｣2)った。宮崎は学術論文､著書は言うまでもなく、一般読者に向けのわかりやすい教養書を書く
ことに長じているのは、中学校、高校時代において熱心に和歌を作ったからである3)。
中学校時代の宮崎は父市蔵の蔵書の中の「水i許伝」を何遍か読んで､大変面白いと思い、「後に大学へ
進学する時に東洋史学に志すようになったのも、意識の下で「水滞伝」が大いに作用していたかもしれ
ない｣4)と回想した。もともと、高校のごろの宮崎は「東方時論』を購読し中野正剛5)の論説に共感を覚
え、政治家の志望を抱えたのである。しかし、1922年に宮崎は京都帝国大学文学部史学科に入学するの
は高校時代の地理学教授浅若兄の助言によるものである。
私が京都大学文学部行きに志望を改めたのには、京大出の地理学の教授、浅若晃先生の懲想が与
って大いに力あった。そして京大へ行くなら、内藤湖南、桑原購蔵などいう偉い先生について習い
なさい、と恰も自分が地理学を選んだのを後悔するような口振りで話された。…中略…京大の東洋
史へ行けば、絶対失望することはない、という自信満々の語り口であったが、後にも先にもこんな
風の進め方を見たことも聞いたこともない。これは同時に私の将来をも、百パーセントの自信を以
て予見してくださったような気がする6)。
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砺波護・藤井譲治編「京大東洋学の百年｣、京都大学学術出版会、2002年、第221頁。
前掲「京大東洋学の百年｣、第221頁。
｢先学を語る－宮崎市定博士一｣、「東方学」第百輯、東方学会、2000年、第317-318頁。
宮崎市定「自賊集一東洋史学七十年一｣、岩波書店、1996，第198頁。
中野正剛（1886-1943）は、日本の政治ジャー ナリスト、政治家である。日本の哲学者三宅雪嶺（1860-1945）の娘
婿。1909年に早稲田大学を卒業、東京日日新聞、朝日新聞を経て、1916年に東方時論社に転職した。1917年に元上
海商業会議香書記長であった東則正が創刊した「東方時論」の主華となり、さらに翌年の1918年、該社の社長。中
野は1917年から1921年にかけて、「毎号巻頭の「時論」そのほかを執筆、内外の諸問題を論評し」（『中野正剛の生
涯』、梨明書房、1964年、第125頁）た。
前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、第74頁。
?????????
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236
1991年90歳を超えた宮崎は自宅で北京大学の劉俊文教授を迎えた。その面会については、劉氏は記憶
に残された印象深いことを以下のように述べている。
四巻のく論語〉の自賊で九十歳を超えた宮崎は次のように述べ、当時の彼は漢文の素養を身に付け、中
国史研究の道への決意を回想している。
この時代になると学生も‘附巧になって、将来役にたつ語学や法律は真面目に勉強するが、国語漢
文など古臭いものは、さわらぬ神にしてただそっとしておく。ところがずっと山間に育った私は、
学校の所定科目はみな同列と考えて公平に時間を割いて学習に宛てたから、漢文についての実力も
ある程度進歩していたらしいのである7)。
「田舎者で、まだ必要な学科と、どうでもいい学科を見分けるような悪知恵がなく、時代遅れの漢文科
にも十分敬意を払｣8)つたと彼自身が述べたように､宮崎は「田舎」出身の彼は「気の利かぬ野暮な点｣9）
という′性格も史学への志向転換をもたらす重要な‘性格的要素である。加えて、1919年に高校生一年生に
なった宮崎は石印本の「三国志演義』を入手し読み始め'0)、「本気になって頁に向かうと、不思議なこと
に大体の意味だけは分かる」''）ようになり、「段々 深みに引きこんで、とうとう専門の中国史家を作り上
げ｣'2)た、というように宮崎は早くから中国古典に目を向け､興味を持つようになるのは彼の生涯に甚大
な影響を与えたと同時に役に立った。
1922年に宮崎は松本高校を卒業した頃のノートにおいて、「塞外民族と支那」という項目があり、この
ように､大学入学の直前の宮崎は､漢民族と遊牧民族との関係史に興味を持っていたことがわかる'3)。松
本高校を経て漢文の実力をある程度で蓄えた宮崎は、1922年に京都大学文学部東洋史学科に入学し、彼
は思想が結実するまでの思想準備期が迎えられ、７０年にも及ぶ東洋史研究・著述生涯が始まった。
二、京都学派と宮崎市定一東洋史学思想の形成
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先生の受け継がれている学統についてお尋ねした時、ふたつの流れがあるとはっきりご返事いた
だいたことである。それは内藤湖南・桑原購蔵両先生が創始した京都史学と二十世紀のフランス史
学である。先生はさらに内藤・桑原の両先達の学問を比較して「内藤の該博、桑原の繊密」と評さ
前掲『自賊集一東洋史学七十年一｣、〈論語〉第63頁。
前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈史記〉第74頁。
前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈随筆（下)〉第416頁。
宮崎市定「三国志演義｣、「サンケイ新聞｣、1969年。「宮崎市定全集」第24巻く随筆（下)>、第54-55頁。
前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈論語〉第63頁。
同上。
前掲「京大東洋学の百年｣、第223頁。
???????
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れ、その二つが総合されねばならぬと説かれた'4)。
晩年の宮崎は自らの学術淵源と師事した先生たちの学問の特徴を簡潔的な回顧を行ったのである。
｢それは内藤湖南･桑原購蔵両先生が創始した京都史学」とあるが、ここでいう「京都史学」は言うまで
もなくいわゆる「京都学派｣'5)のことである。このように､宮崎は学風の異なる両先生の長所を取ったと
語っている。
周知のように、「東洋史｣は最初に那珂通世の提議によって誕生した学問分野である'6)。那珂氏は世界
史を西洋史と東洋史と二つに分けるべき主張を提出するのは、日清戦争の勃発による国民のアジア大陸
の関心が強くなるのを背景とする１７)とともに、明治20年代の日本の近代化に伴う日本における西洋文化
に対して東洋文化の独自性を強調する時代思潮にも関わりがある'8)。ところで、「東洋史｣という言葉を
日本語に定着させたのは那珂氏の学説に共鳴した桑原購蔵'9)が著した中学校の東洋史教材｢中等東洋史」
である20)。２０世紀初頭に「東洋史」という学問領域が東京･京都の両帝国大学で確立した21)。特に､京都
大学は日露戦争後における社会のアジア全域の関心が高まることを背景として東大に先んじて「東洋史
学」講座を設けた。l907内藤湖南は京大東洋史学の第一講座に就任、続いて1909年桑原驚蔵が第二講座
を担当したのである。
宮崎は1922年に京大入学の時、内藤湖南は第一講座を、桑原は第二講座を、矢野仁一は第三講座をそ
れぞれ担当するほか､羽田亨は二年後の1924年に教授に昇任し活躍したのである22)。こうして､ほぼ京都
大学の東洋史学の全盛期を迎えた時点で入学した宮崎はいわゆる京都学派の各先生の深い影響を受け、
彼の独自性のある東洋史学の思想が形成するようになった。しかしながら、草創期の京都学派の学風は
１４）
１５）
16）
17）
１８）
19）
20）
21）
2）
劉俊文「難忘的春分佳節｣、「宮崎市定全集」第24巻「月報」25,2001年、第９頁。
｢京都学派」という言葉は最初に西田幾多郎を中心とする京都哲学学派を指す用語として使われたが、それ以後、そ
の言葉の意味が漸次広がるようになった。ここでいう「京都学派」とは、内藤湖南・桑原購蔵・羽田亨らおよび彼
らに師事した東洋史学者たちが形成した東洋史の学派のことを指す。
三宅米吉による「文学博士那珂通世君博」において、三宅が東洋史の首唱者は那珂氏であることを次のように述べ
ている。「明治廿七年高等師範学校長嘉那治五郎氏が同校教授及び大学教授、高等中学校教授等を会して、中等学校
に於ける各学科の教授に関し研究調査をなしたることあい。其の際君は歴史科の会合に於いて外国歴史を西洋歴史
東洋歴史に二分すべきことを提議したるに、列席者皆之に賛成したり、是を東洋史なる科目の発端と為す｡」（｢文学
博士那珂通世君博｣、「那珂通世遺書｣、大日本図書株式会社、1915年、第32頁｡）
窪寺紘一『東洋学事始一那珂通世とその時代一｣、平凡社、2009年、第197頁。
江上波夫編「東洋学の系譜｣、大修館書店、1992年、第３頁。
前掲「東洋学事始一那珂通世とその時代一｣、第204頁。
宮崎市定「｢桑原驚蔵全集」第四巻解説｣、「桑原驚蔵全集」第四巻、1968年、第755頁◎
中見立夫「日本的「東洋学」の形成と構図｣､岸本美緒編「｢帝国」日本の学知」第三巻「東洋学の磁場｣､岩波書店、
2006年、第34頁。
東大出身の羽田亨氏は東大の学風を関西にもたらしたのは言うまでもないである。宮崎の言葉を借りれば、「若き羽
田亨学士が京都へ来て、後に京大東洋史を主宰したので、その学統は関西にある我々の間にも根を下ろした」ので
ある。「白鳥史学の批判精神｣、「白鳥庫吉全集」内容見本、岩波書店、1969年、「宮崎市定全集」第24巻所収、第578
頁。
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｢狩野直喜･内藤湖南を始めとする中国学派と、桑原驚蔵に始まる東洋史学派が、二大潮流｣23)が形成し
てきた。一般的には、内藤・桑原は同じく東洋史学派と見なされるが、砺波氏はここで狩野と内藤とが
中国学派に属するというのは、内藤と狩野両先生は中国文化に親近感をもつだけでなく、中国本土にそ
の研究の重点を置いたのに対し､桑原は研究の焦点を中国の周辺民族にあてたからであろう。すなわち、
｢京都学派の中国研究がそもそも張発端から、単純に狩野･内藤のいわゆる支那学一色でなく、相い対時
する桑原教授の科学的実証主義をもその内に包含していた｣24)のである。しかし､両方とも実証的､明学
風の漢学に反対するといった点に於いては一致するのを見逃せないのである25)。宮崎に対する影響はど
ちらが大きいというと、一般的には内藤史学の継承者とされる宮崎は内藤の影響がより本質的に受けた
とされる。先にも宮崎は内藤・桑原両先生の影響をうけたと表明したが、その何十年まえの1957年に、
彼は「アジア史研究第一」はしがきにおいて、自らは桑原より受けた影響が大きいとその本音を吐露
したようである。
世間には私を目して内藤史学の後継者にしてしまう人があるようだが、私自身は決してそういう
ことを意識していない心算である。もちろん内藤湖南博士は私の恩師であるという以上に、及び難
い大家としても尊敬するが、私の研究しているのは歴史学自体であって、それ以外の何物でもない。
だから良いものは採り、不足なものは補い、納得せぬ所は改める。専ら客観的に事物を考察しよう
とし、資料を徹底的に読み抜くことを期する点では、私のやり方は寧ろ桑原博士に近いかも知れな
い26)ｏ
つまり、宮崎は彼の先生の桑原が提唱した実証主義の科学的歴史の学風に共鳴し、桑原の影響はより
多いと表明している。ところが、内藤湖南が唱えた「宋代以降近世説」などの学説を受け継いでそれら
の学説に基づき、自らの論説を展開した宮崎に対する「内藤の影響は従､桑原のそれが主｣27)といえるで
あろう。
同じく宮崎の漢文の漢文解読の能力についてであるが、京大の史学科に所属の宮崎は、「シナ文学の
狩野直喜先生の授業で､時間の許す限り出席するに努めた｣28)。こうして、一字一句を正確的に読むこと
を要求した狩野の授業に出た宮崎は深い漢文の素養を身につけ、さらに、宮崎は狩野が担当していた漢
詩・漢文を作るというような授業に出席し、毎週漢詩・漢文を作って狩野先生に添削を受けたのであ
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前掲「京大東洋学の百年」のくまえがき>、第iii頁。
島田慶次「宮崎史学の系譜論｣、「宮崎市定全集」第24巻「月報」25,2001年、第６頁。
小島佑馬によれば、「狩野内藤先生と桑原先生とは多少傾向を異にし、狩野内藤両先生が主として清朝風の実事求是
の方法で行こうとするに反し、桑原先生は支那人の研究はすべて粗漏で信用できないとし、西洋風の科学的研究方
法を取っていられた。しかしそれが双方とも実証的で、従来の明学風の漢学に反対した点においては全く一致して
いた｡」（小島佑馬「開設当時の支那学の教授たち｣、「京都大学文学部五十年史」付録、京都大学文学部、1956年、第
436頁）
宮崎市定「アジア史研究第一」はしがき、同朋社、1957年、第４頁。
前掲島田展次「宮崎史学の系譜論｣、第４頁。
前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈随筆（下)〉第408頁。
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る29)。晩年の宮崎は｢先生の方からも別け隔てせずに面倒をみて頂いたことは､何年たっても有難いこと
だと忘れられない｣30)と感謝の気持ちをこめて回想している。大学で狩野の漢文授業を受けた宮崎は､資
料の読解力を積み重ね、と同時に漢文史料を正確的に読むことを徹底する態度は彼の学術生涯を一貫し
た。
京都大学への入学は、宮崎を京都東洋史学派という日本の東洋史学の最先端に立った碩学たちの思想
の「洗礼」を浴びせた。内藤湖南に師事するのが、彼に東洋史の時代区分の枠組みを学ぶ機会を与えた
とすれば、桑原驚蔵に師事することは、実証主義的･科学的歴史学の側面を彼に体得させた点において、
大きな意味を持つ。一方、既に繰り返し述べたように、大学在学期間で最後まで狩野の漢文授業を受け
た宮崎は、それまで蓄積された漢文の素養を深化させ、十分な漢文の読解力を身につけ、そこから始ま
る東洋史の研究生涯に大分役立った。
前述したように、宮崎は漢民族と周辺民族との交渉史に対する関心を抱えて京大に入学した。三年間
の大学生活を送った宮崎は、中国と周辺民族との交渉に関わりのある「南宋末の宰相買似道」を卒業論
文のテーマとした。卒業の直前、宮崎は1924年の外務省が催す学生南支視察団に加わり、上海、蘇州、
南京、寧波、厘門、油頭、広東などの中国南部の沿海地域を歴訪した。宮崎にとっては、「これは私が初
めて外国文物に直接触れた旅行であって、その後の私の世界観に大きな影響を及ぼしたことが感ぜられ
る、思い出深い経験｣31）となった。帰国後の1925年の３月に、卒業論文の試問を行い、内藤湖南、桑原驚
裁、矢野仁一、羽田亨の四教授のほか、支那文学の狩野直喜たちというような「空前絶後の陣容」は出
席した32)。同年、東洋史教室の副手となり、京都大学大学院に進学した。
教室の副手となった市定は、桑原の指示の下で、ゲオルク・ヤーコプの「西洋における東洋の影響』
を抄訳し､三回連載で「史林」に掲載され、「欧米の優越感を少しも感じさせないヤーコプの論考から受
けた学恩は大きかった｣33)。それは､市定の｢最初に学術雑誌に寄稿したという因縁付きの記念物である」
だけでなく、彼の｢生涯の学風に大なる影響を及ぼした原動力とも」34)なったからである。これをきっか
けで、市定は西方中心主義の研究方法を抜け出して「東西平等観」というような研究視点を樹立したの
みならず、後に市定の研究生涯において大きな位置を占めている東西交渉の図式への認識の思想要素と
なった。
240
宮崎市定とおなじく京大出、彼に一年遅く卒業した吉川幸次郎氏は宮崎と同じ授業を受けたことがある。吉川氏に
よれば、当時支那文学専攻に作詩文の授業があり、「東洋史の学生で、ずっと出ていたのは、宮崎さんだけやった。
あれは、偉いひとやぜ」という。（清水茂「善之先生聞き轡き｣、「宮崎市定全集」第３巻「月報」３，１９９９年、第１
頁｡）
前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈随筆（下)〉第409頁。
前掲『自賊集一東洋史学七十年一j、〈宋元〉第179頁。
宮崎市定「宮崎市定自走年譜｣、『宮崎市定全集」第24巻、岩波瞥店、1994年、第750頁。
砿波護「宮崎市定コレクションー西洋刊の地理書と古地図一｣、『静惰｣、第38巻、第４号、2002年３月、第２頁。
前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈菩薩蛮記〉第347頁。
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三、高校教師の経験と軍隊生活の教え－西洋史・東洋史・中国出征
宮崎は、京都大学を卒業した後、八か月間の大学院の生活を経て、1925年１２月、一年の志願兵として
宇都宮にある輔重兵第十四大隊に入隊した。これをきっかけで､宮崎の言葉を借りれば、「軍隊と単なる
お付合いのていどでなく、尋常ならざる深い関係に引き込まれた｣35)のである。入隊の数か月後の宮崎
は、一等卒、上等兵を経て伍長に昇進し、一年の義務兵役がおわると軍曹となって除隊し予備役になり、
京都に帰って大学院の生活に戻った。1927年５月から宮崎は岡山第六高等学校の教授として岡山に向か
ったが、後に、７月に宮崎は見習士官として四か月の勤務演習をうけて再入営し、二か月後病気をかか
って入院した。一般的には、一年志願兵が終わる時点で少尉にならないと、現役の一年ですむのだが、
翌年に見習士官として召集され、四か月の演習が終わり週末試験をパスしたら、陸軍少尉に任命される、
というルールがある。しかし、病気になった宮崎は期末試験を逃したため、翌年の1928年の７月に、再
び入営してそれをやり直さねばならなかった。年末に、期末試験に合格した市定は、1929年初に陸軍少
尉に任命された。
軍隊生活を見直した市定は、1957年に「アジア史研究第一』のはしがきで以下のようにその時の生
活を回想している。
当時の軍隊は、今度の戦争末期のような無茶苦茶なものではなく、一方には確かに明治以来の良
い伝統も残っていた。ただ何といっても青白インテリには、それは堪え難い困苦な生活であった。
しかし一旦入隊したからには、私はやはりよい軍人になろうと志した36)。
つまり、市定にとっては、軍隊生活は苦しいであるが、それだけではなく、軍事になるから「よい軍
人」になる、というように、市定は、やる以上はよくできるようという強い責任感をもっていた。そこ
から彼の思想形成の一側面がうかがえよう。
その間、六高時代の市定は、歴史の授業を担当するだけでなく、漢文と地理の授業をもやったのであ
る。市定の授業を受けた当時の六高生佐伯富によれば、市定は「史記抄｣、「琵琶行」などをテキストと
して非常に「簡単明瞭」に漢文を日本語に訳し説明できて、「教授のお仲間でも漢文のよくよめる先生と
いうことで有名｣37)であった。こうして､高校の先生を担当した市定は大学で身に付けた漢文力を発揮さ
せ、それ以後の著述生涯にも大分役に立つことは言うまでもない。漢文の授業だけでなく、地理の授業
を担当した市定は、すでに歴史研究に対する地理学の重要性を意識したのが、とくに三高へ移った後あ
きらかになった。
1929年春に、市定は京都の第三高等学校の教授として迎えられ、岡山第六高校から京都へ転職した。
三高時代の市定は東洋史を担当すると同時に、西洋史の授業をも講ずるため、東洋史と西洋史との内面
35）
36）
37）
前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈随筆（上)〉第402頁。
宮崎市定「アジア史研究第一」〈はしがき>、同朋社、1957年、第１頁。
前掲「先学を語る－宮崎市定博士一｣、第318頁。
241
的な関わりを考え始めた。それは、市定の世界史的な視点の芽生えであり、西洋世界における東洋の影
響についての認識が一層深化したのである。同年の七月、三高生38名からなる「夏季満鮮見学旅行団」
を連ねて、大連、旅順、鞍山、遼陽、奉天、撫順、長春などを訪問し、帰路で朝鮮の平壌、京城、大邸
を訪れた。この旅行の紀行文として、「昭和四年夏季満鮮見学旅行団日記」を残り、彼らの訪問した満
鉄、戦争遺跡というようなところでの所見を記録したほか、それを見た市定の感想も随所にみられる。
ことに、歴史専門の市定は、「大体支那町の旧面目が伺われるのが嬉しい｣38)というように、好古の趣味
がある。
三高時代は市定の学術生涯に大きな影響を与えたのは、当時の三高の老教授たちである。当時の三高
の教授は高いプライドを持ち、三高は京都大学に近いが、彼らは「それに引け目を感ずるどころか、こ
の方から碑晩している概があった｣39)。それは､専門分野に対する「部分的な研究」に長じる大学の教授
より、高校の教授は「総体的な学問の見通し」が得意であるからである。市定は彼の後の著述生涯にお
いて、歴史は通史･世界史であるべきということを主張し、数多くの概説書をかいたのは、「通」という
視点で歴史を捉える内藤湖南の影響を受けたほか、三高においての経験と無関係というわけではない。
さらに、その時代に、市定は地理の教授藤田元春と一番いい関係を結んで、一緒に図書館で勉強した40)。
歴史研究は地理と深い関係を持つと主張し、さらに歴史授業で大量的に地図を利用し、そして実地考察
を重視する点を合わせてみれば、その時代の市定は、歴史学における地理学の重要‘性を意識していた。
1932年に上海事変により、当時の三高の先生であった市定は故郷の宇都宮師団の召集令をうけ、第十
四大隊の馬廠長として任命され上海に向かった。上海到着後、上海停戦協定を結んだため、市定は治安
維持を担当して、「全く別世界に飛び込んだ私の戸迷いは蔽うべ〈もないが、兎も角も任務を全うして
帰国｣4')した。この頃の軍隊内部は「軍規はまだ良好に保たれてい」て、「何よりも六十名の部下を握っ
た感触では､兵隊は多く群馬､栃木､長野県下の農民が初めて狩り出されたもので､素朴で忍耐強い｣42)。
市定は最後に召集されたのは、戦争末期の1945年３月であり、そのごろは「軍隊の気風は十三年前とは
全然違って｣、「すれ枯らしの印象を漂わす者が混って」いて、「最上層の偉い閣下級の腐敗が甚しかっ
た｣43)とようになった。早くも「素朴民族」と「文明民族」との対立の図式で文明を捉える市定は軍隊の
体験、とくに上海出征と敗戦直前の召集における軍隊前後の対比を通して、戦争への認識を一層深める
だけではなく、さらに「素朴」と「文明」といった文明認識の構想を確認した44)。
以上のように、市定の高校教授の経験は、彼の漢文の読解力を一層向上させることができたのはもち
ろん、地理学と西洋史の授業を担当することに通じて、彼の東洋、アジア、世界のそれぞれの概念や関
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宮崎市定「昭和四年夏季満鮮見学旅行団日記｣、「三高同窓会会報』二、1930年。前掲「全集」第22巻所収、1992年、
第415頁。
宮崎市定「三高と私｣、「三高同窓会会報｣、1955年。前掲『全集」第23巻所収、1993年、第92頁。
前掲「先学を語る－宮崎市定博士一｣、第319頁。
前掲「自践集一東洋史学七十年一｣、〈日中交渉〉第394頁。
同上。
同上。
宮崎市定「素朴主義と文明主義｣、「日華月報｣、第186号、1982年４月１日、第１頁。
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連への認識を深化させ、もっと歴史は世界史であるべきというような立体的な世界史観が芽生えたので
ある。一方、軍隊の体験に対して、市定は最初の召集の頃の軍隊は肯定的態度を示し、また軍隊生活へ
の順応するために積極的に自分を律した。市定の軍隊生活は、彼における「素朴」と「文明」との対立
を中核とする文明論の形成要素の一つとなっている。
四、フランス留学と西アジアの大旅行
上海に向かう前の1931年に、市定は京都大学文学部の講師を嘱託され、「宋代の制度」（1932年)、「宋
代の党争」（1933年）を講ず、1934年の１２月に市定は京大文学部の助教授に任命され、「王安石の新法」
(1934年)、「宋代の役法」（1935年）を講義した45)。このように､京大に転職された市定は中国本土､特に
彼の卒業論文の扱った宋代史に研究視点をあてて、「総合的学問｣が必須となる高校の教授から専門の東
洋史研究者となった。1936年２月に、市定は在外研究員としてフランスに渡り、二年間にわたってパリ
で留学生活を送った。神戸港から出発してヨーロッパへ向かう市定は、同船の高浜虚子・横光利一らと
知り合いとなって、高浜氏が開いた「洋上句会」に参加し、俳句を作ったのである。ヨーロッパに到着
前、市定は横光に「サイン帳を持出して一筆所望すると｣、横光氏から「春の夜の桜にかかる投げテー
プ｣46)という俳句を書いて市定に贈った。
パリに到着後の宮崎にとっては、何よりもフランスの学界は「日本のように、官学の教授がボスの座
を占めて､多数の研究者が同じような研究題目を追求する」のではなくて、「自主性に基づいて題目を選
定し、特異な業績を挙げる｣47)というような特徴は、印象深いことである。既に繰り返し述べたように、
ヤーコプの論文を訳すことを通して、市定の独自的な世界史・東西交渉史の史観を構築し始めた。しか
し、パリで市定感じ取ったのは、「比較的開明したフランスにおいてさえ、西方優越論は濃厚に残ってい
た｣48)のである。その時のフランス学界では、「東西の文化交流､特に東方が西方に及ぼした影響を追求
するのが一つの潮流｣49)があり、それを扱った論著が多数あったが､市定にとっては、もっとも共感を覚
えたのは、プウジナ氏の「中国と伊太利､特にルネサンスの梨明」（1935年）である。プウジナ氏の学説
に大変共鳴した市定が帰国直後の1940年、彼の学説に依拠しながら、「東洋のルネッサンスと西洋のル
ネッサンス」を書き上げた。
フランスに滞在中の市定は、東洋語学校でアラビア語を勉強するほか、「ヨーロッパで出版された、イ
45）「京都大学文学部五十年史｣、京都大学文学部、1956年、第162頁。
46）宮崎市定「横光利一と歴史｣、「展望」第214号、1976年10月。前掲「全集」第20巻く菩薩蛮記〉所収､1992年、第249
頁。
47）前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈東西交渉〉第314頁。
48）前掲「自践集一東洋史学七十年一｣、〈菩薩蛮記〉第348頁。1960年に、パリ大学の客員教授として、市定は再び
パリに渡航し、彼は、その時のフランス学界は初めて東西平等観を実現し、「先覚者ゲオルク・ヤーコプの水準にや
っと追い付くことになったのである」と回想している。
49）前掲「自賊集一東洋史学七十年一｣、〈東西交渉〉第314頁。宮崎によれば、彼に影響を与えたのは、スーリエの
「トスカナ絵画に及ぼせる東洋の影響」（1924年)、ラ・ツウレットの「東洋とヴェニスの絵画」（1924年)、ド・メリイ
の「ペリギュウから黄河まで」（1927年)、デュツイの「中国の神秘と近代絵画」（1935年）などの著書があげられる。
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エズス会士の編纂にかかる中国にかんする地誌や報告書といった、彪大な古書を購入するかたわら、パ
リ市内に何軒となくある銅版画専門店やセー ヌ河岸の古本店で、稀観本の地図帳Atlasの外、地図帳か
ら出たハナレものの地図Mapを蒐集｣50)した。このように、市定は古本屋に強い興味を持って、至ると
ころの古本屋へ必ず行く。その期間で、市定は、中世イスラームの歴史家、イブン・ハルドウーンが著
した『歴史序説」のパリ版を購入し､その中の「田舎」と「都会」というような文明図式に共鳴し､1940
年に「東洋における素朴主義の民族と文明主義の社会」（1940年）を出して、「素朴」と「文明」との対
立の文明論を構築した５１)。さらに､先にも触れた「東洋における孔子の位置」は、「フランスの言語学者
であった宗教史家エルネスト･ルナンの「イエス伝』（1863年）の研究法を強く意識したもの｣52)である。
つまり、市定は１９．２０世紀のフランス史学の「栄養」を吸収し、近代西洋史学の研究方法を中国史・ア
ジア史に取り入れたのである。
市定は、パリ滞在中、機会を見つけて各地に旅行へ行き、特に1937年の２か月にわたる西アジア各国
への遊歴を行った。1937年７月、ブカレストにおいて開催される国際人類学先史考古学会に参加するた
め、日本代表として、市定は８月１日にパリから出発、ドイツなどのところをへて、ブカレストに到着
した。会議が終わって、その翌日の９月７日から、市定はイスタンブル、シリア、イラク、パレスチナ、
エジプトなどの西アジア地域を遊歴し、至る所の博物館、古本屋といったところにいって、前述したよ
うに、古本や地図帳などを購入、収集してきた。それだけではなく、市定は西アジア地域の文化とヨー
ロッパや中国の文化とのつながりを論説し、西アジア文化の先進性と各地域に緊密文化交流が存在した
ことを確認して帰った。
1937年フランス留学でそこで受けた学風や著書、特に西アジアへの大旅行の刺激をうけて帰国後の市
定は学術関心を一変し、「近世南方交通史」（1938年)、「近世東西交通史」（1939年)、「清朝の制度｣53）
(1940年)、「水許伝に現れたる支那の近世社会状態」（1941年)、「西亜細亜史概説」（1944年）といった授
業を講義するほか、「東洋史上における孔子の位置」（1938年)、「条支と大秦と西海」（1939年)、「東洋の
ルネッサンスと西洋ルネッサンス」（1940)、「毘沙門天信仰の東漸に就いて」（1941年）といった東西交
渉をテーマとする論文が続々と発表され、市定の東西交渉史観が成熟するようになり、彼における世界
史に対する宏大的な構想が深化したのである｡
おわりに
以上のように、早期の市定の経歴とそれが彼の思想に与えた影響や、刺激をまとめた。
市定は中学校のころから父親市蔵の影響で和歌を作り、特に、父親の蔵書の中の中国古典を読んで、中
50）
51）
52）
53）
前掲砿波護「宮崎市定コレクションー西洋刊の地理書と古地図一｣、第２頁。
詳細については、拙文「宮崎における文明論一「素朴民族」と「文明社会｣」をご参照されたい。
前掲「京大東洋学の百年｣、第237頁。
｢清朝の制度」が市定の学術視野に入った契機としては、1939年市定は、1938年に発足した日本内閣直属の国策諮問
機関東亜文化研究所から清朝の法律制度と官吏登用制度という研究を委託されたことである。それを契機に、市定
は清朝の制度の研究に取り込んで、その成果として「科挙」（1946年）が世に出たのである。
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国古典文学や歴史などの好古的な趣味がその時から形成し、高校を卒業して十分な漢学の素養を身に付
けて、京都大学の東洋史学科に入ったのである。繰り返し述べたように、京都大学に入学した市定は、
内藤湖南、桑原驚蔵、狩野直喜らの碩学に師事し、思想形成期にある市定の思想に重大な影響を与え、
時間軸上の唐宋変革‘性（宋代以降近世説)、空間軸上の西アジアを含めた広大なアジア観を継承するほ
か、漢文を正確的に読むことを徹底し、彼の師事した先生たちの長所を受け継ぎ、自らの史観・研究立
場を構築し始めた。
市定は軍隊との縁が深く、一年の志願兵として兵役義務を遂げ、学校生活より非常に苦しい軍隊生活
を通して、忍耐力・自律性が強くなった。さらに、陸軍少尉として戦争中に中国現地に出征した経験を
持った市定は、目撃者としての戦争への認識を体得することができたのである。ほぼ軍隊の経験と同時
期の高校においての教授の経験は、市定の漢文の読解力を向上させる一方、彼における東洋史、西洋史、
世界史及び東西の交渉に対する認識を深化させ、彼の独自的な世界史観が芽生えたのである。
二年間にわたるフランスに滞在の経験は、市定の世界観・東西交渉史観に甚大な影響をもたらした。
市定は、日本の大学と異なるフランスの学風に共鳴し、それらの研究方法を利用して東洋史の研究を取
り上げた。とりわけ、西方中心主義を抜け出して東西交渉史を捉えるのが意識されたのである。パリに
滞在中の市定は、アラビア語を意欲的勉強し、各地の古本屋から中国に関する大量的な地図帳や古本な
どを購入した。さらに、市定は、1937年に西アジアの国家を歴訪し、その地域の先進‘性を確認すること
ができるのみならず、歴史上の西アジアの各国、中国、ヨーロッパの各地域間に緊密な交流関係を持つ
ことを信じた。そのごろの東西交渉史観が成熟するようになった。こうして、宮崎史学の史学世界の基
盤を築き上げ、それ以後、彼の研究はこれまで築かれた研究立場をベースに展開されていくようになっ
た。
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